







































































はその時、筆者自身も大妻女子大学に在職していて札を入れたのだが、あえなく敗れて、依頼した書肆に落札額を聞くと予想よりはるかに高額であったことを知り、む ろサバサバして安堵した記憶があるのだが かなり時期を経たのち雲英氏に話す機会があり、いつだったかは明確に覚えていな が、雲英氏がコピーを送って ださった。　
そんなこともあったので、雲英氏等の稿が公刊されたのち、筆者も検証・確認を考えているうちに雲英氏が急逝され







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たことくら である（以上につ の事実関係は野間光辰氏前掲「大坂歌仙 初撰本をめぐって」を参照
（。
いまその事
情を明確に示し得 いが、清勝が『本哥取百人一句』で西鶴を除外したのには、大坂俳壇の趨勢をみるかぎ 、きわめて不自然であった。そこには何らかの感情的軋轢 あった しか考えられない。　
いまこれを西鶴サイドから見るとどうなるか。周知の通り、清勝が該書を刊行した延宝三年春月を三月とすると、その
































あったと推定できる。しかし『古今誹諧師手鑑』以降はスケールの大きな編著には顔を出すようになり、 『西鶴大矢数』の興行では脇座に座り、翌九年五月に刊行された該書跋文の、 「惣而此道さかん なり、東西南北 弘る事、自由にもとつく俳諧の姿を、我仕はじめし已来也。世上に隠 もなき事、今又申も愚也云々」の自身たっぷりというか、自慢たらしい長口上を読んだ ずである。　
もっとも、清勝が西鶴と連句の席に同座したことは『生玉万句』を除くとなかったようである。清勝が西鶴と俳席で話
に花を咲かせる体験は殆どなかった。というより、索引による限り、連句 会出座の記録は残されていない。これも雲英氏等の学恩によるのだが、 『元禄時代俳人大観』に付される今氏著の『大観』を含める索引によると、延宝期を過ぎてからの清勝 俳諧活動は極端に少なく る。現在貞享に入ってからの清勝の活動は歳旦帳に二例を見るだけである。一は『貞享三年歳旦帳』の「重栄歳旦帳」で「重栄―政賴―清勝」の三物、二は同年の「清勝歳旦帳」で「清勝―きさ女―沙門／来真」 三物を最後 その名を見出せなくなる。逆 言 山口自足子 歳旦吟詠は多く、清勝はごく限られた、親しく、気心の知れた特定グループ内での心の通いを重視 、その意味では西鶴 あくまで外 視界 拡げていく外交的な俳諧活動とは質を異にして たように思われる。 『蛙井集』や本『本哥取百人一句』はその中で異色 編著であったと称してよく、彼の資 一部は『蛙井集』 序文や跋文に示されているよ に思うが、西鶴と 対照的な人柄 持ち主であったことはまず間違いないようである。　
清勝の没年が未詳の今、断定的なことは言えないが 延宝を過ぎてから 清勝は、殆ど斯界から姿をけしてゆく。清勝
『
本哥取絵
　
入百人一句』小考
六七
がおのれの俳諧にかなりのこだわりを持つ人であったことはおおよそ見当がつくが、どこまで自派拡張に執着していたかについては疑問なしとし い。もう少し彼の言説を読みこんで、機会があったら私見を述べてみたく思う。以上でどこまで雲英氏の御好意に応えられたか甚だ心もとないが、一応の私見を述べてこの「小考」の筆を措くことにする
